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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

（１）目的

子ども・子育て支援法第61条に基づく、市町村子ども子育て支援事
業計画の第３期計画（令和７年度～令和11年度）の策定にあたり、教
育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の現在の利用状況を把握す
るとともに、保護者の利用希望を把握し、これらを踏まえて教育・保
育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込を推計することを目的
とする。

（２）対象、実施期間、実施方法

対 象 者：ア 小学校就学前子どもの保護者 15,000件
イ 小学校就学子どもの保護者 3,000件

実施期間：令和５年12月20日（水）～ 令和６年１月17日（水）
実施方法：Ｗｅｂ調査、希望者のみ郵送調査（実績０件）

（３）有効回答件数及び回答率

※住民区分が「外国人」の回答率は就学前が49.27％、就学が44.44％

（４）対象者の抽出方法

住民基本台帳（外国人住民含む）から、令和５年10月15日時点で０
歳児～11歳児の子どもがいる家庭を無作為抽出した。また、年齢別、
地域別の分析が可能となるよう、区ごとの対象者数の比率に応じて抽
出するとともに、同一世帯に複数の調査票を送付しないよう抽出した。

就学前子どもの対象者は、教育・保育の事業等の利用状況・ニーズ
を把握するため、低年齢を中心に、０歳児（4,300件）、１～２歳児
（5,000件）、３～５歳児（5,700件）の３区分で抽出した。

就学子どもの対象者は、放課後児童健全育成事業である「わくわく
プラザ」等の利用状況・ニーズを把握するため、主な利用者である低
学年を中心に、１年生、２～３年生、４～６年生（高学年）の３区分
（各1,000件）で抽出した。

１ 調査概要

調査種 配布数 有効回答数 有効回答率

ア 小学校就学前子ども 15,000件 7,763件 51.75％

イ 小学校就学子ども 3,000件 1,736件 57.87％

（１）子どもと家族の状況について

家族構成の状況は「核家族（両親と子）」が就学前子どもでは
92.5％、就学子どもでは86.5％と最も多く、次いで「両親と子及び
親族同居あり」が就学前子どもで4.5％、就学子どもで6.0％となっ
ている。

２ 調査結果（抜粋）
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核家族（両親と子）
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ひとり親（母子家庭）

ひとり親（母子家庭）親族同居あり
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(n=7,763) (%)
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■就学前子ども（問1-6）

■就学子ども（問1-6）
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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

（２）子どもの育ちをめぐる環境について

子育てに関する気軽な相談先の有無について、「いる／ある」は
就学前子どもが88.6％、就学子どもが82.8％となっている。

子育てに関する相談先（人・施設等）について、就学前子どもで
は「祖父母等の親族」が78.2％で最も多く、次いで「友人や知人」
が70.7％、「利用している保育所」が32.6％となっている。

年齢別にみると、２歳で「利用している保育所」が44.2％と最も
高くなっており、また、子どもの年齢が上がるにつれて、「近所の
子育て仲間」の割合も高くなる傾向がある。

就学子どもでは「友人や知人」が76.1％で最も多く、次いで「祖
父母等の親族」が70.4％、「近所の子育て仲間」が34.3％となって
いる。

また、学年別にみると、全体的な傾向と差異はない。

78.2
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友人や知人
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近所の子育て仲間

利用している幼稚園

（認定こども園）

(n=6,876) (MA%)
■就学前子ども（問2-4）
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6,876 78.2 70.7 24.3 4.9 0.5 1.3 6.8 32.6 9.7

０歳 1,079 △ 84.8 71.8 ▼ 15.6 9.4 0.3 2.1 10.1 ▼ 11.5 ▼  1.5

１歳 1,285 79.5 69.9 20.8 6.5 0.3 1.6 △ 13.5 29.5 ▼  2.1

２歳 1,097 78.1 68.9 22.8 5.4 0.3 1.3 7.1 △ 44.2 ▼  3.6

３歳 1,045 79.1 69.7 25.3 3.4 0.6 1.2 3.9 △ 38.9 10.6

４歳 836 77.2 71.9 △ 30.0 2.6 0.7 0.7 3.3 37.4 △ 17.1

５歳 1,534 ▼ 72.6 71.7 △ 30.6 2.5 0.7 0.7 2.5 34.7 △ 21.7

全体

子どもの年齢

■就学前子ども（問2-4×問1-3）
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■就学子ども（問2-3）
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1,437 70.4 76.1 34.3 2.1 0.7 1.6 20.7      - 6.9 0.8 4.4    4.2

１年生 484 72.7 75.8 35.1 2.3 0.8 2.9 21.9      - 7.2 0.6 4.3    3.5

２年生 224 69.2 74.6 34.4 2.2 0.9 0.4 21.0      - 7.1 0.9 3.1    3.6

３年生 234 71.8 75.6 35.0 2.6 0.4 0.9 17.9      - 6.8 0.4 6.0    7.3

４年生 150 72.0 79.3 37.3 2.0      - 1.3 22.0      - 7.3 2.0 2.7    4.0

５年生 169 ▼ 65.1 △ 81.1 31.4 1.8 0.6 1.8 19.5      - 7.7      - 1.8    3.6

６年生 176 67.6 72.2 31.3 1.1 1.1 0.6 21.0      - 4.5 1.7 8.0    4.0

全体

子どもの学年

■就学子ども（問2-3×問1-3）

※上位１位、上位２位、△ (全体と比べて５ポイント以上高い)、▼ (全体と比べて５ポイント以上低い) 
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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

（３）保護者の就労状況について

世帯の就労状況について、就学前子どもでは「フルタイムで共働き」が56.8％、「パートを含む共働き」が18.0％、「専業主婦（夫）」が
23.1％となっている。

就学子どもでは「フルタイムで共働き」が42.8％、「パートを含む共働き」が33.8％、「専業主婦（夫）」が23.1％となっている。

就労状況別に世帯の状況をみると、「フルタイムで共働き」「パートを含む共働き」「専業主婦（夫）」では、「核家族（両親と子）」が就
学前子どもで90％以上、就学子どもで90％前後となっている。

フルタイムで

共働き

パート含む

共働き
専業主婦(夫) ともに無業 無回答

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体


（n=7,763） 56.8 18.0 23.1 

0.2 1.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学前子ども（問3-1）

フルタイムで

共働き

パートを含む

共働き
専業主婦(夫) ともに無業 無回答

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体

（n=1,659） 42.8 33.8 23.1 

0.3 0.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学子ども（問3-1）
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7,763 92.5 4.5 0.1 0.0 1.2 0.6 0.9 0.1    0.1

フルタイムで共働き 4,410 95.5 3.6      -      - 0.1      - 0.7 0.1    0.0

パート含む共働き 1,401 93.4 5.6      -      - 0.1 0.1 0.6 0.1    0.2

専業主婦（夫） 1,794 91.9 6.4      - 0.1 0.2 0.1 1.3 0.1      -

ともに無業 13 ▼ 76.9 7.7      -      - △  7.7 △  7.7      -      -      -

■就学前子ども（問3-1×問1-6）
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1,659 90.4 6.3 0.1      - 0.4 0.1 2.7 0.1 -

フルタイムで共働き 710 91.8 5.2 0.1      - 0.3      - 2.5      - -

パートを含む共働き 560 90.0 6.8      -      -      -      - 2.9 0.4 -

専業主婦（夫） 384 88.5 7.3      -      - 1.0 0.3 2.9      - -

ともに無業 5 ▼ 80.0 △ 20.0      -      -      -      -      -      - -

■就学子ども（問3-1×問1-6）
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（４）日中の定期的な教育・保育の事業等の利用状況について

定期的な教育・保育の事業等の利用有無について、「利用してい
る」が69.0％、「利用していない」が31.0％となっている。

年齢別にみると、０歳で「利用していない」が88.4％で最も多く、
２歳以上から「利用している」が70％以上となっている。

定期的な教育・保育の事業の利用状況について、「公立保育所・
認可保育所」が63.4％で最も多く、次いで「幼稚園」が20.6％、
「川崎市が認定した認可外保育施設」が5.2％となっている。

年齢別にみると、１・２歳では75％以上が「公立保育所・認可保
育所」を利用している。０歳では、「公立保育所・認可保育所」が
65.4％と最も多いが、「川崎市が認定した認可外保育施設」の利用
は16.8％と他の年齢と比べて多くなっている。年齢が上がるにつれ
て「幼稚園」の利用が多くなっている。

『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

現在、最も利用している教育・保育施設を選んだ理由について、
「自宅から近いから」が51.1％で最も多く、次いで「教育・保育の
内容がよいから」が19.1％、「ここしか入れなかったから」が
12.4％となっている。

定期的な教育・保育の事業を利用している理由について、「子育
てをしている方が現在就労している」が75.8％で最も多く、次いで
「子どもの教育や発達のため」が53.0％となっている。

単位：％
利

用
し
て

い
る

利

用
し
て

い
な
い

7,763 69.0 31.0

０歳 1,186 ▼ 11.6 △ 88.4

１歳 1,413 ▼ 45.9 △ 54.1

２歳 1,236 73.9 26.1

３歳 1,207 △ 84.2 ▼ 15.8

４歳 965 △ 97.2 ▼  2.8

５歳 1,756 △ 97.1 ▼  2.9

全体

子どもの年齢

■就学前子ども（問4-1×問1-3）
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凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=5,357） 51.1 8.2 

2.7 

19.1 12.4 6.5 
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■就学前子ども（問4-5）
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5,357 63.4 20.6 4.6 4.2 1.6 0.1 0.7 5.2 2.6 0.3 4.3 0.4    1.1

０歳 137 66.4 ▼  4.4 1.5 2.9 1.5      - 1.5 △ 16.8 5.8      - 0.7 0.7    4.4

１歳 648 △ 75.9 ▼  1.2 1.1 1.2 3.7 0.5 0.9 8.2 7.3 0.3 0.9 0.8    1.5

２歳 913 △ 77.0 ▼  3.4 0.8 2.0 3.8 0.3 1.6 6.2 3.7 0.3 2.5 0.2    2.0

３歳 1,016 △ 68.7 17.1 3.0 2.7 1.6      - 0.7 4.8 2.5 0.3 4.1      -    1.6

４歳 938 ▼ 55.9 △ 30.5 5.8 5.8 0.5      - 0.2 4.2 1.0 0.2 6.4 0.6    0.4

５歳 1,705 ▼ 52.0 △ 35.0 8.5 6.6 0.3 0.1 0.2 3.3 0.8 0.3 5.7 0.3    0.4

全体

子どもの年齢
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子育てをしている方が現在就労している

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が妊娠中である、

または出産後間もない

子どもの障害のため

子育てをしている方が就労の予定がある、

または求職中である

(n=5,357) (MA%)

■就学前子ども（問4-6）

■就学前子ども（問4-2×問1-3）
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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

定期的な教育・保育の事業の今後の利用希望について、「公立保
育所・認可保育所」が62.1％で最も多く、次いで「幼稚園」が
31.4％、「幼稚園・認定こども園の預かり保育」が16.2％となって
いる。

年齢別にみると、子どもの年齢が低くなるほど、「公立保育所・
認可保育所」の利用希望が高くなる傾向がある。また、０歳では
「認定こども園」「川崎市が認定した認可外保育施設」がそれぞれ
23.2％、11.6％と他の年齢に比べて多くなっている。４・５歳では
「利用希望はない」が15％以上と多くなっている。

62.1

31.4

16.2

15.4

5.3

0 20 40 60 80 100

公立保育所・認可保育所

幼稚園

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認定こども園

川崎市が認定した認可外保育施設

(n=7,763) (3LA%)

■就学前子ども（問4-8）

単位：％
公

立
保
育
所
・
認
可
保
育
所

幼

稚
園

幼

稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

預

か
り
保
育

認

定
こ
ど
も
園

小

規
模
保
育
事
業

家

庭
的
保
育
事
業

事

業
所
内
保
育
事
業

川

崎
市
が
認
定
し
た

認

可
外
保
育
施
設

そ

の
他
の
認
可
外
保
育
施
設
等

幼

稚
園
類
似
施
設

居

宅
訪
問
型
保
育
事
業

障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の

施
設

ふ

れ
あ
い
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
事

業

そ

の
他

利

用
希
望
は
な
い

7,763 62.1 31.4 16.2 15.4 3.0 0.6 0.8 5.3 4.4 0.5 1.3 3.2 3.7 0.7 9.8

０歳 1,186 △ 82.1 28.2 18.1 △ 23.2 △  8.0 1.3 1.3 △ 11.6 5.6 0.2 0.8 0.4 3.0 0.6 ▼  3.0

１歳 1,413 △ 72.5 31.4 15.5 19.2 5.2 0.6 1.0 7.9 6.8 0.3 1.1 1.1 3.5 1.0 5.9

２歳 1,236 66.3 33.4 16.7 15.0 1.9 0.4 1.2 3.7 4.4 1.1 1.3 3.2 5.0 0.6 6.9

３歳 1,207 ▼ 56.3 34.7 16.5 13.7 1.3 0.3 0.4 2.7 3.2 0.5 1.7 3.9 3.2 0.7 9.5

４歳 965 ▼ 50.5 29.0 13.1 10.6 1.0 0.6 0.6 2.6 3.8 0.7 1.6 5.4 3.8 0.7 △ 15.2

５歳 1,756 ▼ 47.7 31.1 16.6 11.3 0.9 0.4 0.3 3.2 2.7 0.2 1.4 5.0 3.9 0.7 △ 16.7

全体

子どもの年齢

■就学前子ども（問4-8×問1-3）

（５）地域子育て支援センター等、地域の子育て支援事業の利用状
況について

地域子育て支援センターの利用状況について、「利用している」
が19.2％、「利用していない」が80.8％となっている。

年齢別にみると、「利用している」は１歳が35.5％と最も多く
なっており、４・５歳では「利用していない」が90％以上となって
いる。

こども文化センターの利用状況について、「利用している」が
18.5％、「利用していない」が81.5％となっている。

年齢別の利用回数をみると、全年齢において、１か月あたり「１
～２回」が多くなっている。

単位：％

母数
(n)

利
用
し
て

い
る

利
用
し
て

い
な
い

7,763 19.2 80.8

０歳 1,186 △ 29.8 ▼ 70.2

１歳 1,413 △ 35.5 ▼ 64.5

２歳 1,236 19.3 80.7

３歳 1,207 14.7 85.3

４歳 965 ▼  9.4 △ 90.6

５歳 1,756 ▼  7.5 △ 92.5

全体

子どもの年齢

■就学前子ども（問5-1×問1-3）

単位：％

母数

(n)
月１回 月２回 月３回 月４回 月５回

月６～

10回

月11～

15回

月16～

20回

月21回

以上
無回答

1,440 50.3 19.7 8.8 10.5 2.1 4.9 1.3 0.6 0.1    1.8

０歳 189 50.8 17.5 8.5 10.1 3.2 6.9 1.1 1.1      -    1.1

１歳 306 45.8 16.7 11.4 11.4 3.3 7.2 2.0 1.0      -    1.3

２歳 251 48.6 21.9 8.8 10.4 2.0 3.2 1.2 0.4 0.4    3.2

３歳 212 51.9 23.1 10.4 7.5 0.5 3.8      - 0.5      -    2.4

４歳 151 49.7 17.9 6.6 14.6 2.6 5.3 1.3 0.7      -    1.3

５歳 331 55.0 20.5 6.3 10.0 1.2 3.6 1.5 0.3      -    1.5

全体

子どもの年齢

■就学前子ども（問5-4）
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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

（６）土曜及び日曜・祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育の事
業等の利用について

土曜日の教育・保育の事業等の利用状況について、「利用してい
ない」が90.5％で最も多く、次いで「月に１～２回は利用してい
る」が5.9％、「ほぼ毎週利用している」が3.6％となっている。

日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用状況について、「利用
していない」が98.8％で最も多く、次いで「月に１～２回は利用し
ている」が0.7％、「ほぼ毎週利用している」が0.5％となっている。

土曜日の教育・保育の事業等の利用希望について、「利用したい
と思わない」が63.7％で最も多く、次いで「月に１～２回は利用し
たい」が29.4％、「ほぼ毎週利用したい」が6.9％となっている。

日曜日・祝日の教育・保育の事業等の利用希望について、「利用
したいと思わない」が83.0％で最も多く、次いで「月に１～２回は
利用したい」が15.1％、「ほぼ毎週利用したい」が1.9％となってい
る。

■就学前子ども（問6-2）

ほぼ毎週利用している
月に１～２回は

利用している
利用していない

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体


（n=7,763）

3.6 

5.9 90.5 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学前子ども（問6-1）

ほぼ毎週利用している
月に１～２回は
利用している

利用していない

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=7,763）

0.5 0.7 

98.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学前子ども（問6-1）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用したいと思わない

凡

例
[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=7,763） 6.9 29.4 63.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学前子ども（問6-2）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用したいと思わない

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体


（n=7,763）

1.9 

15.1 83.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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利用したいと思う 利用したいと思わない

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体

（n=1,031） 30.1 69.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（７）子どもが病気の際の対応について

休んだときの対処方法について、就学前子どもでは「母親が休ん
で看た」が80.9％で最も多く、次いで「父親が休んで看た」が
49.5％、「就労等していない父・母、または祖父母等が看た」が
32.3％となっている。

就学子どもでは「母親が休んで看た」が67.6％で最も多く、次い
で「就労等していない父・母、または祖父母等が看た」が29.7％、
「父親が休んで看た」が26.0％となっている。

病児・病後児保育の利用希望について、就学前子どもでは「利用
したいとは思わなかった」が47.6％で最も多く、次いで「利用した
いと思った」が40.4％、「この制度を知らなかった」が12.0％と
なっている。就学子どもでは「利用したいと思う」が30.1％、「利
用したいと思わない」が69.9％となっている。

『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

■就学前子ども（問7-2）

■就学前子ども（問7-3）

■就学子ども（問7-2）

利用したいと思った
利用したいとは

思わなかった
この制度を知らなかった

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体


（n=3,808） 40.4 47.6 12.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学子ども（問7-3）

（８）不定期の教育・保育の事業等や宿泊を伴う一時預かり等の利
用について

利用している事業について、「認可保育所における一時保育」が
53.4％で最も多く、次いで「幼稚園・認定こども園の預かり保育」
が25.4％、「川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育」が11.4％と
なっている。

不定期の教育・保育の事業等を利用する目的について、「子育て
負担の軽減（リフレッシュ）のため」が69.7％で最も多く、次いで
「私用（買物、習い事等）」が45.5％、「保護者の病気、冠婚葬
祭」が32.9％となっている。

■就学前子ども（問8-1）

53.4

25.4

11.4

7.2

6.3

0 20 40 60 80 100

認可保育所における一時保育

幼稚園・認定こども園の預かり保育

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育

ベビーシッター

認可外保育施設における一時預かり事業

(n=429) (MA%)

69.7

45.5

32.9

32.2

7.0

4.7

0 20 40 60 80 100

子育て負担の軽減

（リフレッシュ）のため

私用（買物、習い事等）

保護者の病気、冠婚葬祭

不定期の就労

その他

利用する必要はない

(n=429) (MA%)

■就学前子ども（問8-3）

80.9

49.5

32.3

4.4

1.1

6.3

0 20 40 60 80 100

母親が休んで看た

父親が休んで看た

就労等していない父・母、

または祖父母等が看た

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッター等を利用した

その他

(n=4,630) (MA%)

67.6

26.0

29.7

12.6

0 20 40 60 80 100

母親が休んで看た

父親が休んで看た

就労等していない父・母、

または祖父母等が看た

その他

(n=1,521) (MA%)
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『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

（９）小学校就学後の放課後の過ごし方について

子どもが小学校低学年になったとき、保護者が希望する子どもの
放課後の過ごし方について、「わくわくプラザ（小学校の敷地内で
実施している放課後児童クラブ」が63.3％で最も多く、次いで「自
宅」が46.8％、「習い事（ピアノ、サッカー、学習塾など）」が
45.9％となっている。

子どもが小学校高学年になったとき、保護者が希望する子どもの
放課後の過ごし方について、「習い事（ピアノ、サッカー、学習塾
など）」が70.0％で最も多く、次いで「自宅」が67.5％、「わくわ
くプラザ（小学校の敷地内で実施している放課後児童クラブ」が
29.0％となっている。

■就学前子ども（問9-1）

■就学前子ども（問9-2）

今後利用したい施設類型について、「認可保育所における一時保
育」が74.0％で最も多く、次いで「幼稚園・認定こども園の預かり
保育」が53.7％、「川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育」が
40.8％となっている。

短期入所生活援助事業（ショートステイ）の利用意向について、
就学前子どもでは「利用したい」が30.0％、「利用する必要はな
い」が70.0％となっている。

利用の目的について、就学前子どもでは６人中３人が「冠婚葬
祭」「保護者や家族の育児疲れ・不安」と回答している。

就学子どもでは「保護者・家族の病気」が69.5％で最も多く、次
いで「保護者・家族の育児疲れや育児不安」が38.4％、「冠婚葬
祭」が20.4％となっている。

※その他の記入例
・リフレッシュ ・急な仕事や出張 ・親の通院や介護 など

■就学前子ども（問8-4）

74.0

53.7

40.8

23.3

21.6

0 20 40 60 80 100

幼稚園・認定こども園の預かり保育

認可保育所における一時保育

川崎認定保育園で行うリフレッシュ保育

ふれあい子育てサポート

ベビーシッター

(n=365) (MA%)

20.4

38.4

69.5

10.7

0 20 40 60 80 100

冠婚葬祭

保護者・家族の育児疲れや育児不安

保護者・家族の病気

その他

(n=383) (MA%)
■就学子ども（問8-1）

63.3

46.8

45.9

23.4

13.8

7.7

0 20 40 60 80 100

わくわくプラザ（小学校の敷地内で

実施している放課後児童クラブ）

自宅

習い事

（ピアノ、サッカー、学習塾など）

民間事業者が行う

放課後児童クラブ（学童保育）

公園

祖父母宅や友人・知人宅

(n=2,998) (MA%)

70.0

67.5

29.0

20.3

13.5

11.4

9.7

0 20 40 60 80 100

習い事

（ピアノ、サッカー、学習塾など）

自宅

わくわくプラザ（小学校の敷地内で

実施している放課後児童クラブ）

公園

こども文化センター

（児童館）

民間事業者が行う

放課後児童クラブ（学童保育）

祖父母宅や友人・知人宅

(n=2,998) (MA%)
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（10）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について

育児休業制度の取得状況について、「取得した」と「育児休業中
である」を合わせると、母親が66.3％、父親が23.7％となっている。

取得しなかった理由について、母親では「子育てや家事に専念す
るため退職した」が25.2％で最も多く、次いで「職場に育児休業の
制度がなかった」が16.5％、「仕事に戻るのが難しそうだった」が
10.0％となっている。父親では「仕事が忙しかった」が53.7％で最
も多く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が
40.4％、「収入減となり、経済的に苦しくなる」が30.7％となって
いる。

『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

■就学前子ども（問10-2）

（11）こども誰でも通園制度（仮称）について
（３歳未満の子どもを在宅で保育している方）

「こども誰でも通園制度（仮称）」の認知度について、「知らな
かった」が68.5％で最も多く、次いで「聞いたことはあるが内容は
知らない」が18.3％、「知っていた」が13.2％となっている。

利用希望について、「利用したい」が45.6％で最も多く、次いで
「利用しない」が37.2％、「利用したいが０歳６か月未満のため、
利用できない」が9.9％となっている。

「こども誰でも通園制度（仮称）」を希望しない理由について、
「特に利用する必要性を感じない」が48.6％で最も多く、次いで
「何をしているのかわからない」が43.3％となっている。

■就学前子ども（問11-1）

■就学前子ども（問11-2）

知っていた 知らなかった
聞いたことはあるが

内容は知らない

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体


（n=3,358） 13.2 68.5 18.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用しない

利用したいが０歳６

か月未満のため、

利用できない

その他

凡

例
[ 凡例 ]

全

体

全体


（n=3,358） 45.6 37.2 9.9 7.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

■就学前子ども（問11-6）

48.6

43.3

7.4

5.5

5.0

0 20 40 60 80 100

特に利用する必要性を感じない

何をしているのかわからない

地域子育て支援センターを利用している

ニーズ（利用可能時間）が合わない

（足りない）

一時保育を利用している

(n=1,248) (MA%)
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（12）小学校就学後の放課後事業の利用状況について(就学子ども)

放課後過ごす場所に関する情報源について、「学校」が65.8％で
最も多く、次いで「友人・知人」が46.3％、「インターネット」が
28.9％となっている。

放課後の居場所について、「自宅」が72.0％で最も多く、次いで
「習い事（スイミング、ピアノ、学習塾など）」が59.8％、「わく
わくプラザ（小学校の敷地内で実施している放課後児童クラブ）」
が41.3％となっている。

『川崎市子ども・子育て支援に関する利用ニーズ調査報告』について（概要版）

■就学子ども（問4-1）

今後利用したいものについて、「わくわくプラザ」が38.1％で最
も多く、次いで「こども文化センター」が29.3％、「民間の事業者
が行う放課後児童クラブ（学童保育）」が13.6％となっている。
「今後も利用したいとは思わない」は34.0％となっている。

わくわくプラザを利用している理由について、「就労などで保護
者が家庭にいないから」が82.4％で最も多く、次いで「安全に放課
後を過ごせるから」が57.5％、「利用料が無料だから」が44.6％と
なっている。

※その他の記入例
・放課後デイ・民間学童の送迎や習い事までの時間を過ごすため
・きょうだいと帰宅時間を合わせるため など

■就学子ども（問4-3）

65.8

46.3

28.9

9.1

1.6

0 20 40 60 80 100

学校

友人・知人

インターネット

市・区役所が配布するパンフレット等

市・区役所の窓口・電話

(n=1,736) (MA%)

72.0

7.4

59.8

41.3

10.4

9.0

1.1

0.1

3.0

0.8

0.1

27.8

0 20 40 60 80 100

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

（スイミング、ピアノ、学習塾など）

わくわくプラザ（小学校の敷地内で

実施している放課後児童クラブ）

民間事業者が行う

放課後児童クラブ（学童保育）

こども文化センター（児童館）

地域の寺子屋事業

ふれあい子育てサポート

障害のある（障害の疑いや発達の遅れを含む）

子どものための施設・事業所

図書館

市民館

公園

(n=1,736) (MA%)

38.1

29.3

13.6

6.6

2.6

34.0

0 20 40 60 80 100

わくわくプラザ

こども文化センター

民間の事業者が行う

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後等デイサービス

ふれあい子育てサポート

今後も利用したいとは思わない

(n=1,736) (MA%)

■就学子ども（問4-2）
■就学子ども（問4-1）

82.4

57.5

44.6

26.4

20.1

16.7

11.9

6.6

8.8

0 20 40 60 80 100

就労などで保護者が家庭にいないから

安全に放課後を過ごせるから

利用料が無料だから

だれでも登録すれば利用できるから

大勢の友だちと遊ばせたいから

子どもが行きたいというから

活動内容が充実しているから

近所に遊ぶ場所がないから

その他

(n=717) (MA%)

11


